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現在の中国に存在する3つの方向性

西方化=新自由主義

ナショナリズム(外に向かっては大国
主義、内に向かっては大漢族主義)

労働者階級の立場(人物的には
薄熙来や党内「新左派」勢力)



これまで出してきた中国関係の本②



マルクス経済学者としての民族研究
●マルクス経済学にとって一番重要なのは「階級」
• だからこそ「民族」も研究する必要。

●1995年の新疆大学で体験した「民族差別」
• だからこそ「民族」をマルクス主義的に研究する必要。

●同時に、自国での「民族差別」にも正面から向き合う必要。
• 我々自身の国内の民族差別、民族認識が問われているということ
• 「琉球民族」やアイヌ民族への現在に至る差別
• 我々はこの点でもっとひどいことをやってきたということ
• その「成果」として日本の「民族問題」が厳しくないという事

(外国勢力が「少数民族の味方」という形で表れていないのも理由の1つ)
• 日本は残存する日本の民族問題を解決して初めて「大漢族主義」を批判できる事



それに加え、どのような言い方で我々は大漢族主
義を批判できるか。⇒ 毛沢東の言葉を引用する。



毛沢東の言葉
①「大漢族主義を批判する」(1953年)
「少なくない材料から判断するに、一般に少数民族がいるほとん
どの地方には未解決の問題があり、一部の問題は極めて深刻であ
ると中央は認識している。表面上は落ち着いていて問題ないよう
に見えるが、実は問題が深刻である。この二、三年間各地で現れ
た問題はいたるところで大漢族主義が存在していることを証明し
ている。我々は現在時機をつかんで教育を行い、党内および人民
の間の大漢族主義を徹底的に克服しなければ、とても危険であ
る。」

②「チベット工作と中央負有責同志に関する講話」(1956年)
「少数民族地区は党書記もまた少数民族であるべき」
(『毛沢東チベット工作文選』中央文献出版社,2008年に未収録

だが・・)



国連報告書とウイグル会議
の主張の異同

国連人権高等弁務官報告
(通称バチェレ報告)

• 再教育センター問題
(「収容」の恣意性問題も)

• 集団就職の強制労働
• 一部宗教施設の破壊
• 人口不妊の強制
• 一部での中国語教育問題
• 「親戚制度」の実際上の強制

ウイグル会議など西側の批判

• 再教育センター問題
(100万人ではないが・・・)

• 綿花摘みの強制労働
• 集団就職の強制労働
• 宗教の「中国化」
• 人口不妊の強制
• 「中国語教育は文化破壊」
• 「親戚制度」の実際上の強制

VS

「大漢族主義の問題」を
すべて「中国共産党の問
題」としているのも問題

更には
「ジェノサイド」

の主張



4月8日、Human Rights Now+ウイグル
会議+阿古智子東大教授の記者会見



そこでの彼らの主張
•「本人の意思で労務輸出に出たのか、そうでない
のかは本当のところ分からない。”強制労働”の考
え方が日本と中国とで違う。しかし、我々のよう
な考え方を向こうに普及していくのは大事。」(阿
古教授)

•「各企業が強制労働の有無を調べても最終的には
その判断ができないだろう。中国共産党支配下の
中国だからだ。なので、最終的にはいかなる調査
結果がでようと企業は中国から撤退してもらいた
い。」(Human Rights Now役員)



ウイグル会議情報
はどれくらい事実
と異なっているか



1000人のデモ会場?



その内部



2009年7月7日のウルムチ反ウイグル暴動
についてのウイグル会議情報

•「新疆医科大学で4人の女子学生が首を
斬られて木に吊り下げられた」!
(『週刊文春』7月23日号もほぼこの内容を報道)

・「ウルムチ暴動の写真」に湖北省や中
東での写真が使われる。





本日の基本的主張点
• 民族問題の本質は階級問題であること。
⇒民族企業家とともに、優秀な教育者や行政幹部の育成が重要

• 現代中国の美点でもある独特な官僚制度の問題が関わっている事
⇒毛沢東が最も問題視したもの。規則の恣意的運用を主に問題と
した「バチェレ報告」もこの筋で理解できる。(ex.派閥闘争)

• 党大会で「打倒」された「西側一辺倒派」。しかし、国民の間に強ま
るナショナリズムの圧力は強まっている。

• それをウイグル会議や西側の圧力が助⾧している
という問題。

「恣意的運用」が続く理由
もここにある。ので、問題
はこれらに抗して「民族融
和」を進めること。



この意味で
「民族問題」

は
「階級問題」

と言える

ウイグル族の弟
子と調べたウイ
グル族の階級的
状況



民族問題として現象する階級問題
漢民族 チベット族

資本家 資本家

労働者 労働者

漢民族 ウイグル族

資本家 資本家

労働者 労働者

「バチェレ報告」はこれが
最大の問題であることが分

かっていない。

これが本当の
「雇用差別」



言われている「強制労働」とは何か?

①綿花摘みや集団就職が強制されているとの話
この内、綿花摘みについては20年くらい前に実際に調査した。

新疆大学所属学生の夏期休暇期間中の一種の「下放」
ただし、その場合もa)漢族も含まれていた。

b)新疆大学は派遣を断わった。
c)その後大部分が自動化(現在は95%)

②再教育センターでの扱いの問題、その適用の恣意性の問題



BBC報道の綿花摘み強制労働問題について
John Sudworth, 
“China’s ‘tainted’ cotton”

こちらは新華社
の摘み取り報道



2009年ウルムチ暴動の契機となった
広東省工場への労務輸出に関する調査



カシュガル付近疎附県労務輸出の配慮点

①宿舎にはイスラム用食堂と浴室。多くは無料の寮費。エアコン、
給湯などの整備。
②一部企業は食料補助金。ウイグル人シェフを同行。シェフへの
様々な優遇措置。
③外傷保険、医療保険の整備。事故の際の補償。
④県幹部の現地への派遣、労働条件などの監督。
⑤試用期間も賃金を払う。工場が止まっても最低賃金は補償。賃
金は勤務年数に応じて上げる。
⑥労働時間は8時間。殆どで週休も規定。
⑦工場までの旅費と親族訪問旅費の企業側負担。
⑧生活の状況を家族に知らせるためのDVD作成。
⑨県幹部子弟を率先して派遣。



2018年に不妊手術が急増し、出生数が急減。
東大丸川氏はこれを自発的なものと主張するが、

おそらく一部に強制もある。

ただし、2019年に
は不妊手術は急減。
この背景は、子供
の数を減らすこと
で死ぬまで毎年
600元もらえる経
済的優遇策の結果
との意見も。

⇒東大丸川教授



漢族と主要少数民族の人口変化

2020年 2010年 2000年
平均年率

増加率
漢族 1,284,446,389 1,220,844,520 1137386112 0.646%
チワン族 19,568,546 16,926,381 16180000 1.047%
ウイグル族 11,774,538 10,069,346 8400000 2.009%
回族 11,377,914 10,586,087 9820000 0.793%
苗族 11,067,929 9,426,007 8940000 1.190%
满州族 10,423,303 10,387,958 10680000 -0.120%
イ族 9,830,327 8,714,393 7760000 1.334%
土家族 9,587,732 8,353,912 8030000 0.970%
チベット族 7,060,731 6,282,187 5420000 1.514%
モンゴル族 6,290,204 5,981,840 5810000 0.413%
プイ族 3,576,752 2,870,034 2970000 1.021%



十数年前に聞いた南新疆の学校現場での「民族抑圧事
件」など・・・。末端行政幹部には「強制」もある。

①ラマダンの最中に生徒に無理やり水を飲まそうとした話

②一部地域でのブルカやヘッド・スカーフの禁止もありそう。

③一部地域での男性の「⾧ひげを禁止」という話もありそう。

ただし、この間、相当数の動画や写真を見たところ、髭を生や
した男性やヘッドスカーフの女性を数多く見れた。つまり、全
国、全新疆一律に行なわれている政策ではない。末端官僚が昇
進のために「忖度」して行っている強制であることがわかる。



本日の基本的主張点
• 民族問題の本質は階級問題であること。
⇒民族企業家とともに、優秀な教育者や行政幹部の育成が重要

• 現代中国の美点でもある独特な官僚制度の問題が関わっている事
⇒毛沢東が最も問題視したもの。規則の恣意的運用を主に問題と
した「バチェレ報告」もこの筋で理解できる。(ex.派閥闘争)

• 党大会で「打倒」された「西側一辺倒派」。しかし、国民の間に強ま
るナショナリズムの圧力は強まっている。

• それをウイグル会議や西側の圧力が助⾧している
という問題。

「恣意的運用」が続く理由
もここにある。ので、問題
はこれらに抗して「民族融
和」を進めること。



民族問題の起源は民衆の中にある(in内蒙古)

2011年

(遊牧地域の方が摩擦は大きい)



補足① 言語政策について
• 大学進学の「下駄」は「下駄」ではなく「他言語・他文化理解の

正当な評価」と漢族に理解させる必要。

• 「少数民族の漢語教育」とともに漢族への少数民族語教育の必要
性。 (アイヌ人関根摩耶さんも日本で主張)

• 日本を含む大学も、「民族差別」によって中国の漢語教育強化を
していることへの反省も必要。

補足② イスラムへの党内外の「誤解」を解く
・イスラムのマルクス主義的理解を確立し、ムスリムと共有する



補足③ イスラム原理主義のテロが如何に恐ろしいか

2009年7月ウルムチ暴動

2008年
ラサ暴動

これは
人殺し

これは
焼き討ち



この現場で起きた殺害事件を取材


